
健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

１ 令和２年第６回定例会提出予定議案の説明 

 (15) 議案第１９５号  川崎市北部身体障害者福祉会館及び川崎市わーく

す高津の指定管理者の指定について 

資料１ 指定管理者指定議案に係る参考資料 

令和２年１１月１８日 

健康福祉局 
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                  資料１ 

議案第１９５号参考資料 

１ 管理を行わせる公の施設の概要 

(1) 名称 川崎市北部身体障害者福祉会館及び川崎市わーくす高津 

(2) 所在地 川崎市高津区溝口１丁目１８番１６号 

(3) 設置条例 ア 川崎市北部身体障害者福祉会館

川崎市身体障害者福祉会館条例

イ 川崎市わーくす高津

川崎市障害者就労支援施設条例 

(4) 設置目的 ア 川崎市北部身体障害者福祉会館

身体障害者の自立更生を援助するとともに、身体障害者福祉

に係る地域活動を促進し、もって地域における身体障害者の福

祉の増進を図ることを目的とする。

イ 川崎市わーくす高津

障害者に対し知識能力の向上のために必要な訓練等の便宜

を供与するとともに、障害者に対する就労の機会の提供等を行

い、もって障害者の福祉の増進を図ることを目的とする。 

(5) 施設の事業内容 ア 川崎市北部身体障害者福祉会館

・障害者への助言・指導、相談業務 

・地域活動促進のための講習会等の実施 

・生活介護事業及び就労継続支援事業の運営 

・ボランティアの育成・援助 

・施設の維持管理

・川崎市福祉バスの受付業務 等 

イ 川崎市わーくす高津

・就労継続支援Ｂ型事業

・相談支援事業 等

(6) 現在の管理者 社会福祉法人育桜福祉会 

(7) 現在の管理運営費 川崎市北部身体障害者福祉会館 

２８，６５７，２００円（指定期間５年間の平均年額）

川崎市わーくす高津 

０円（利用料金で運営）

２ 指定管理者となる団体の概要 

名   称 社会福祉法人 育桜福祉会

所 在 地 川崎市中原区西加瀬１０番３号 

代 表 者 名 理事長 星 栄 

設 立 年 月 昭和５６年２月１２日 

基 本 財 産 

又は資本の額 

１１億５，２８６万３，３４３円 

職 員 数 

又は従業員数 

理事６名、監事２名、常勤職員４３０名 

設 立 目 的 多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよ
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う創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身とも

に健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した生活を地域社会に

おいて営むことができるよう支援することを目的とする。 

事 業 概 要 
（令和２年度）

（１） 第一種社会福祉事業 

  ア 障害者支援施設の経営 

（２）第二種社会福祉事業 

  ア 障害福祉サービス事業の経営 

  イ 相談支援事業の経営 

  ウ 地域生活支援事業の経営 

  エ 身体障害者福祉センターの経営 

決   算 
（令和元年度）

事業活動収入計     ２，２９５，９２９，１４３円 

事業活動支出計     ２，２３５，２２６，０４６円 

事業活動資金収支差額     ６０，７０３，０９７円・・・（１） 

施設整備等収入計       ４６，５０１，５４５円 

施設整備等支出計      １００，７０１，７５０円 

施設整備等資金収支差額   △５４，２００，２０５円・・・（２） 

その他の活動収入計      ４２，７４７，５００円 

その他の活動支出計      ３２，３１０，９００円 

その他の活動資金収支差額   １０，４３６，６００円・・・（３） 

当期資金収支差額       １６，９３９，４９２円・・・（４） 

（（１）＋（２）＋（３）） 

前期末支払資金残高     ７８８，０７８，１９１円・・・（５） 

当期末支払資金残高     ８０５，０１７，６８３円 

（（４）＋（５）） 

３ 指定期間 

令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

４ 選定結果 

別紙のとおり 

５ 事業計画 

（１）川崎市北部身体障害者福祉会館

項  目 事業内容 

障害者支援に対する考え

方、方向性、取組 

(1) 全ての障害者の立場にたって、円滑な受付業務ができるよ

う合理的配慮に努めた会館運営を進める。 

(2) 作業室においては、利用者の高齢化、障害の重度化・多様

化が進み、個別対応の生活支援が必要な方が増えているため、

きめ細かい丁寧な支援が行えるよう、生活介護事業定員20名で
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行う。 等 

施設運営計画（提供するサ

ービスの考え方、日課等）

(1)会館における障害福祉の啓発・普及及びボランティアの育

成 

(2)作業室における利用者への生活支援（健康プログラム、行

事の実施）及び創作的活動（作品制作、販売・展示） 等 

他機関等との連携につい

ての考え方 

(1)障害福祉分野にとどまらず、市の施設、医療機関、学校な

どあらゆる関係機関と連携する。 

(2)作業室においては、利用者・家族の高齢化が顕著であるた

め、各区役所、相談機関、医療機関、ヘルパー事業所との連携

を強化する。 等 

課題の把握及び重点的な

取組についての考え方 

(1)利用しやすい環境づくりに取り組むため、会館利用者・団

体等から意見・要望を伺うとともに、所管課とも協議の上、老

朽化した設備や備品の更新を計画的に進める。 

(2)高齢化により身体機能が低下してきているため、関係機関

との連携、情報交換を密に行い、生活環境を適切に整え、自助

具等の充実に向けて取り組む。加齢による二次障害の予防や機

能維持にも取り組む。 等 

その他の事業提案 (1)建物長寿命化の取組 

(2)作業室利用者の栄養管理と食事サービスの提供 

(3)作業室利用者の健康管理の充実 等 

（２）川崎市わーくす高津

項  目 事業内容 

障害者支援に対する考え

方、方向性、取組 

(1) 利用者が心豊かな生活を送り、尊厳をもった生き方ができ

るよう、人権と人格を尊重しながら、生きがいを感じられる福

祉サービスを提供する。 

(2)利用者の人権の尊厳と権利擁護を推進するとともに、個人

の尊厳に配慮した支援を提供し、虐待防止委員会を設置して虐

待防止対策に適切に取組む。 

(3)個別支援計画の策定時期の分散化により、より丁寧な聞き

取りや説明に努め、その計画に基づいた支援を提供するととも

に、定期的なモニタリングでその効果を確認する。 

施設運営計画（提供するサ

ービスの考え方、日課等）

(1) 利用者の人権と人格の尊重及び利用者の安全確保を常に

想定したサービスを提供する。 

(2)利用者及び家族等のニーズを把握し、個別支援計画を立て、

定期的にモニタリングを行いながら支援目標の達成に向けて

支援を行う。 

他機関等との連携につい

ての考え方 

(1) 利用者・家族の高齢化が顕著なため、各区役所、相談機関、

医療機関、ヘルパー事業所との連携を強化する。 

(2)法人内外のグループホームとの協力体制を構築する。 

課題の把握及び重点的な

取組についての考え方 

(1)受注の安定した作業種目を継続して開拓し、工賃収入の安

定化を図る。 

(2)利用者の高齢化に伴い、施設内だけでなく施設外の作業の

見直しを行い、プログラムの充実を図る。 

(3)自主点検や利用者からの意見の収集に努め、安全で利用し
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やすい施設・設備の維持管理を行う。 

その他の事業提案 (1)作業室利用者の栄養管理と食事サービスの提供 

(2)作業室利用者の健康管理の充実 

６ 収支計画                            (単位：千円) 

（１）川崎市北部身体障害者福祉会館 

項 目 
金額（消費税及び地方消費税を含む。) 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 合 計 

 収  入 86,686 86,686 86,686 86,686 86,686 433,430

 指定管理料 31,354 31,354 31,354 31,354 31,354 156,770

 利 用 料 金 52,064 52,064 52,064 52,064 52,064 260,320

 その他の収入 3,268 3,268 3,268 3,268 3,268 7,320

支  出 84,340 84,899 85,426 85,943 86,441 427,049

（２）川崎市わーくす高津 

項 目 
金額（消費税及び地方消費税を含む。) 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 合 計 

 収  入 56,324 56,324 56,324 56,324 56,324 281.620

 指定管理料 0 0 0 0 0 0

自立支援費等収入 46,055 46,055 46,055 46,055 46,055 230,275

 川崎市加算 2,769 2,769 2,769 2,769 2,769 13,845

 その他の収入 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 37,500

支  出 53,602 54,132 54,659 55,152 55,663 273,208
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別紙 

川崎市北部身体障害者福祉会館及び川崎市わーくす高津の指定管理者の選定結果について 

１ 応募状況 

  応募団体：１団体（社会福祉法人育桜福祉会） 

２ 指定管理者選定評価委員会委員 

【学識経験者】 赤塚 光子 （元立教大学コミュニティ福祉学部教授） 

【学識経験者】 柳田 正明 （山梨県立大学人間福祉学部教授） 

【学識経験者】 行實 志都子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部准教授） 

【学識経験者】 渡部 匡隆 （横浜国立大学大学院教育学研究科教授） 

【財務の専門家】 内野 恵美 （公認会計士） 

３ 選定理由 

現在も指定管理者として当該施設の管理運営を行っており、事業や収支の計画も妥

当といえ、地域における身体障害者の福祉の増進を図ることを当該施設の設置目的と

する仕様書に沿った提案がなされていることから当該団体を選定した。 

（１）施設の設置目的の達成及びサービスの向上 

地域における身体障害者の福祉の増進を図るための施設という当該施設の設置目

的を十分に理解し、今までの運営実績を生かした、施設の管理運営に係る基本方針、

事業計画等について具体的な提案がなされていた。 

また、設置目的に沿ったボランティア育成、地域交流事業などのほか、障害者の立

場に立った利用者意見の把握及び反映に向けた取り組みなど、具体的な事業提案がな

されている点を評価した。 

（２）施設機能の発揮と管理経費の縮減 

施設機能が十分に発揮できるような職員体制の構築、施設設備の効率的な管理によ

る管理経費の縮減に向けた取り組みなど、事業計画と整合がとれた収支計画となって

いる点を評価した。 

（３）事業の安定性及び継続性の確保への取組 

主体的な業務改善に向けた取組が明確に示されていた点のほか、職員研修の定期的

な実施が予定されており、職員の資質向上に積極的な点を評価した。 

（４）応募団体自身に関する事項 

障害者に対する施設の運営実績が豊富であり、安定した施設の管理運営が見込まれ

ることを評価した。 

（５）応募団体の取組に関する事項 

組織及び運営に関する個人情報保護等の規定も整備されている。また、関係法令の
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遵守について指針が定められており、職員研修の実施などの具体的な取組の提案がさ

れていることを評価した。 

（６）その他の事項（地域における公益的な活動） 

地域の一員として美化活動などを通じた地域への貢献、交流など、地域の中の施設

として、施設の持つ特性を地域社会の中で発揮していこうとする取り組みを評価した。 

４ 審査結果（※基準点６３０点以上） 

選定基準 配点 
(福) 育桜福祉

会 

基
準
評
価
項
目

①施設の設置目的の達成及びサービスの向上 ３５０点 ２３０点

②施設機能の発揮と管理経費の縮減 ２２５点 １３５点

③事業の安定性及び継続性の確保への取組 ２００点 １２２点

④応募団体自身に関する事項 １５０点 ９２点

⑤応募団体の取組に関する事項 ７５点 ４５点

⑥その他の事項（地域における公益的な活動） ５０点 ３１点

基準評価 合計 １０５０点 ６５５点

実績評価点（標準を0点として、加減点） ５３点

総  合  計 １０５０点 ７０８点

５ 提案額 

  年   額   ３１，３５４千円 

  指定期間計  １５６，７７０千円 
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